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! 製品の計画に関する将来的な記述は、仮のものです。
将来のリリース日は、確定したものではなく、変更されることがあります。

今後の製品のリリースや予定されている機能修正について、
ベリタスは継続的な評価を行っており、実装されるかどうかは確定していません。
したがって、購入の意思決定の判断材料にすべきではありません。

注意



【はじめに】 本日のゴール
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下記の理解が深まることを目指します。

セミナー中のご質問、アンケートでのご意見など、
積極的なご参加をよろしくお願いいたします。

✓ Recovery Vault の 特長/メリット を知る

✓ Recovery Vault の ユースケース/事例 を知る

✓ 自社（またはお客様）の 課題がRVで解決できる ことを知る

✓ 課題解決に向けて、具体的にプランニングを開始できる
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Agenda

1. クラウドストレージ市場動向（利用実態、心理的障壁）

2. パブリッククラウドとの比較した RV メリット

3. RV ユースケース / 事例

4. RV Standard / Archive の差異



Copyright © 2024 Veritas Technologies LLC5

1. クラウドストレージ市場動向（利用実態、心理的障壁）

2. パブリッククラウドとの比較した RV メリット

3. RV ユースケース / 事例

4. RV Standard / Archive の差異



2種類 の “クラウドストレージ”
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✓ MS OneDrive
✓ Google Drive
✓ Box
✓ Dropbox

クラウド版 ファイルサーバ

従業員が直接アクセスする
ファイルサーバ

✓ Amazon S3
✓ Azure Blob
✓ Google Cloud Storage

クラウド版 オブジェクトストレージ

システムから利用する
低コスト/長期保管/大容量 ストレージ

今日の話はこちらです。



市場動向
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The 2024 Global Cloud Storage Index
Wasabi 1200名のIT意思決定者への調査

https://wasabi.com/ja/press-releases/2024-global-cloud-storage-index-japan-gap/

✓ ストレージ利用 クラウドファースト 40% クラウド&オンプレのバランス 42%

✓ クラウドストレージ使用量の増加 93%

✓ クラウドストレージ予算額の増加 90%

2024年 クラウド オブジェクトストレージ の利用実態

✓ クラウドストレージ費用内訳 容量コスト 52% 取り出しコスト等 47%

✓ 保存データ種類 プライマリデータ 60% セカンダリデータ 40%

✓ 保存データ容量 500TB以上 23% 300～500TB 33%
✓ 選定ポイント サードパーティ製品との連携、セキュリティ／コンプライアンス等

https://wasabi.com/ja/press-releases/2024-global-cloud-storage-index-japan-gap/


クラウドストレージ利用の心理的障壁
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https://directcloud.jp/notice/newsView?index=873 

https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2303/09/news087.html 

クラウドストレージの利用を踏みとどまらせる不安

データ整理が困難

不要なデータの適切な削除しつつ、
誤操作による削除や
悪意ある削除を防ぎたい

データ転送が遅い

クラウドストレージから
すぐにデータを取り出せないのではないか？
読み出し性能が遅いのではないか？

費用が不透明

クラウドストレージの種類が多い
保存コスト以外に、取り出しコストが発生
想定以上の保守／運用コスト

セキュリティ設定が複雑

必要最小限のアクセス権が良く分からない
最小限の設定で動作するか不明のため、
何でもできる管理者権限で運用してしまう

https://directcloud.jp/notice/newsView?index=873
https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2303/09/news087.html
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Veritas Alta Recovery Vault とは
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Veritas Alta Recovery Vault は
ベリタスが提供する
NetBackupの保存先専用の
クラウドストレージサービス です。

Recovery Vault の説明の前に、
ベリタスのバックアップソリューション
NetBackup / Flex Appliance について、
少し紹介させてください。



Veritas Alta View

統合管理

サイバーレジリエンシー／データ保護ソリューション 「NetBackup」
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サードパーティ
ストレージ/テープ

OSS/ビッグデータ

仮想環境/HCI

DB/アプリケーション

K8s/コンテナ

物理環境

ストレージ
ターゲット 

1400+

クラウドストレージ
オブジェクトストレージ

60+クラウドストレージ
オブジェクトストレージ

800+Veritas Alta
Recovery Vault

データソース
（OS 100+）

NetBackup
Flex Appliance

NetBackup / Veritas Alta Data Protection

パブリッククラウド
クラウドストレージ

物理、仮想化、クラウド、SaaS まで、あらゆる環境 の あらゆるデータを保護できる
サイバーレジリエンシー／データ保護ソリューションです。

SaaS アプリケーション

Veritas Alta
 SaaS Protection



バックアップシステムの全ての役割を兼ね備えた
オールインワンのセキュアなアプライアンス
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NetBackup Flex Appliance

重複排除ストレージ

WORMストレージバックアップ保存先管理サーバ

バックアップ管理サーバ

クラウドストレージ・ゲートウェイ

CIFS／NFSストレージVADPプロキシサーバ

エージェントレス仮想マシン運用

NetBackupソフトウェア
✓ BCP対策機能
✓ ランサムウェア対策機能など含む

セキュリティ強化済み専用OS

本来のビジネス注力できる、ターンキー・ランサムウェア対策ソリューション

https://cloudmarketplace.oracle.com/marketplace/en_US/listing/4944816


NetBackup Flex Appliance のゼロトラストに基づいた多層防御
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ファームウェアの
セキュリティ

✓ シングルユーザモード、
レスキューモード禁止

✓ カスタムISO Boot禁止

✓ GRUB編集禁止

✓ SELinux強化済み
（STIG準拠、300以上の制御）

✓ rootアクセス不可

✓ セキュアAPI

✓ 不正プロセス実行防止

✓ NetBackupが発行し
た証明書以外の通信
を防止

セキュリティ
強化された専用OS

✓ 非共有コンテナ
名前空間

✓ ネットワーク遮断

✓ 限定された権限で
実行されるサービス

コンテナ
サービスの分離

✓ WORM/イミュータブル
（SEC/FINRA/CFTC準拠）

✓ 時刻変更に依存しない
コンプライアンスクロック

✓ 暗号化
（FIPS140-2準拠）

✓ プル型のエアギャップ

✓ クラウドストレージの活用

改ざん・削除防止
WORMストレージ

✓ マルウェアスキャン

✓ 異常検出

✓ 多要素認証

✓ 複数管理者による認証

✓ 役割ベースアクセス制御

✓ 監査・通知・レポート

アプリケーション
セキュリティ



NetBackup と クラウドストレージの連携
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NetBackupの重複排除機能は、クラウドストレージと連携可能です。
遠隔地の物理アプライアンスが不要なため、コストをおさえたBCP/ランサムウェア対策が可能です。

NetBackupサーバ
/ Flex Appliance

バックアップ対象
システム

クラウドストレージを使用することで、ストレージ H/W、NetBackupライセンスの
追加を必要とせず、コストをおさえたBCP/ランサムウェア対策を実現

永久増分
バックアップ

クラウドストレージ

Veritas Alta
Recovery Vault

Amazon S3
Object Lock

Azure Blob
Immutable storage

下記などから選択可能

重複排除
複製

WORM
機能



Veritas Alta Recovery Vault の概要

Copyright © 2024 Veritas Technologies LLC15

ベリタスが提供する
NetBackupの保存先専用の
クラウドストレージサービス

シンプル運用
▪ シンプルな選択肢と簡単なヒアリングシート

▪ ベリタスが配備

▪ NetBackup からの簡単な設定／運用

セキュリティ強化済み
▪ 必要最低限の権限で運用

▪ トークンによる認証

▪ WORMによる改ざん／削除防止

▪ 暗号化

予測可能なコスト
▪ 保存容量に課金（TB単位）

▪ 重複排除による保存容量の削減

▪ サブスクリプションに契約容量の一部のリストア費用を含む

ワンストップサポート
▪ バックアップシステムを構成する全コンポーネントを一括サポート

（NetBackup S/W、Flex Appliance H/W、クラウドストレージ）

Veritas Alta 
Recovery Vault

現在は、ベースのクラウドストレージは、
Azure Blob、Amazon S3 から選択可能です。
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ここで、一般的なパブリッククラウドの
クラウドストレージについて、ご紹介します



Amazon S3 ストレージクラス、Azure Blob アクセス層
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Amazon のクラウドストレージ ＝ 「Amazon S3」
Azure のクラウドストレージ ＝ 「Azure Blob」

ただ、実は多くの種類があります。

【Amazon S3 ストレージクラス】
Amazon S3 Standard
Amazon S3 Standard-IA
Amazon S3 One Zone-IA
Amazon S3 Glacier IR
Amazon S3 Glacier FR
Amazon S3 Glacier Deep Archive

【Azure Blob アクセス層】
Hot アクセス層
Cool アクセス層
Cold アクセス層
Archive アクセス層

NetBackupから使用できない、ストレージクラスは上記以外にもあります。 https://aws.amazon.com/jp/s3/storage-classes/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/storage/blobs/access-tiers-overview  

https://aws.amazon.com/jp/s3/storage-classes/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/storage/blobs/access-tiers-overview


取り出し開始までの所要時間…
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Amazon ストレージクラス 取り出し開始までの所要時間

Standard 即座に取り出し開始

Standard-IA 即座に取り出し開始

One Zone-IA 即座に取り出し開始

Glacier IR 即座に取り出し開始

Glacier FR（旧称：Glacier） 【取り出しオプション】
迅速：1～5分
標準：3～5時間
大容量：5～12時間

Glacier Deep Archive 【取り出しオプション】
迅速：<利用不可>
標準：12時間以内
大容量：48時間以内

Azure Blob アクセス層 取り出し開始までの所要時間

Hot 即座に取り出し開始

Cool 即座に取り出し開始

Cold 即座に取り出し開始

Archive 【リハイドレートの優先度】
高優先度：1時間以内
標準優先度：最大15時間

「ストレージクラス」「アクセス層」によって、
リストア操作を実施後のリストア開始までの所要時間（取り出し開始までの所要時間）に違いがあります。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonS3/latest/userguide/restoring-objects-retrieval-options.html 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/storage/blobs/archive-rehydrate-overview 

（時間）
バックアップソフト等で
リストア操作実施

リストア
開始

取り出し準備時間
（リハイドレート、ウォーミング）

取り出し開始

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonS3/latest/userguide/restoring-objects-retrieval-options.html
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/storage/blobs/archive-rehydrate-overview


S3の概算費用って、どれくらい？
AWSのWEBサイトによると…
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ストレージ料金
最初の50TB、次の450TB、500TB以上

https://aws.amazon.com/jp/s3/pricing/ 

リクエスト と データ取り出し
PUT、COPY、POST、LIST リクエスト (1,000 リクエストあたり)

GET、SELECT、他のすべてのリクエスト (1,000 リクエストあたり)

ライフサイクル移行リクエスト (入) (1,000 件のリクエストあたり)

データ取り出しリクエスト (1,000 リクエストあたり)

データ取り出し (GB あたり)

容量以外の情報が費用計算に必要
これらの情報が、すぐ分かる方は、
どれだけますでしょうか？
使用頻度や、ファイル数、アプリケーションによって異なる…
全体の費用の半分を占めるので無視もできないし…

https://aws.amazon.com/jp/s3/pricing/


AWS 料金計算ツールを見てみると…
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Inbound Data Transfer
Outbound Data Transfer

PUT, COPY, POST, LIST requests
GET, SELECT, and all other requests

Data returned by S3 Select
Data scanned by S3 Select

https://calculator.aws/#/ 

容量以外の入力は、難しいですね…。

容量

ストレージ
クラス

https://calculator.aws/#/


一般的なパブリッククラウドのクラウドストレージは “複雑”
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✓ 新規ユーザはAzureアカウントの
作成と契約が必要

✓ “ストレージアカウント”と
バケットを作成するのための
多くの用語/オプションを
理解したうえで、設定が必要

✓ 設定ミスによるセキュリティリスク

✓ 誤ったBlobアクセス層の選択による
コスト影響

（Azure Blob の例）
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一般的なパブリッククラウドの
考慮事項の多さについて、ご認識いただけましたか？



パブリッククラウドのクラウドストレージと比較した
Veritas Alta Recovery Vault メリット
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* AzureはNetBackup10.2以上、AmazonはNetBackup10.4以上

シンプル運用

• シンプルな選択肢と簡単なヒアリングシート

• ベリタスがクラウドストレージを配備

• NetBackup からの簡単な設定／運用

セキュリティ強化済み

• 必要最低限の権限で運用

• 有効期間の短いトークンによる認証*
（ID/パスワードは使用しない）

• WORMによる改ざん／削除防止

• 暗号化（転送時、保存時）

• 接続用のIPホワイトリスト

予測可能なコスト
• 保存容量に課金（TB単位）

• 重複排除による保存容量の削減

• サブスクリプションに契約容量の

一部のリストア費用を含む

ワンストップサポート
• バックアップシステムを構成する

全コンポーネントを一括サポート
（NetBackup S/W、Flex Appliance H/W、

クラウドストレージ）



更新トークン / アクセストークン
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NetBackupサーバと Recovery Vaultの認証には、標準の資格情報である “アクセスキー” を使用しない

有効期間の短いトークンを使用する Shared Access Signature (SAS) の仕組みが採用されています。

NetBackupがRecovery Vaultに読み書きする際に使用されるトークンは定期的に再生成され、
攻撃者のリスクウィンドウを最小化することができます。

Recovery Vaultを契約すると、お客様は更新トークンを入手できます。
NetBackupサーバとRecovery Vaultを接続設定する際に、更新トークンを使用します。

【標準の資格情報】
AWSの場合：シークレットキー、アクセスキー
Azureの場合：ストレージアカウント、アクセスキー

【各トークンの役割】
更新トークン ：アクセストークンの取得に使用される 1回限りのトークン。1時間ごとに更新。
アクセストークン ：SASトークン＆URLを取得するために使用され、有効期限（1時間）が切れるまで何度でも使用できます。1時間ごとに更新。
SASトークン＆URL ：バケットへのアクセスを取得するために使用され、有効期限（30分）が切れるまで何度でも使用できます。30分ごとに更新。



Recovery Vault の シンプルな選択肢
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① Recovery Vaultへの 保存容量 を決める
✓ 概算はバックアップ対象容量の2倍を想定します。

（例：バックアップ対象が10TBの場合は、 Recovery Vaultは20TB）

② Recovery Vault Standard / Archive から選択
✓ リストアをすぐ開始したい → Standard
✓ リストア開始までに何時間も要してもOK、安くしたい → Archive

③ サポート年数 を決める

購入時は、この3点だけ

✓ Amazon / Azure を選択
✓ リージョンを選択
✓ 管理者氏名、メールアドレス

購入後、ベリタスがRVを配備するために、
下記をプロビジョニングシート（ヒアリングシート）で情報をご提供いただきます。
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1. クラウドストレージ市場動向（利用実態、心理的障壁）

2. パブリッククラウドとの比較した RV メリット

3. RV ユースケース / 事例

4. RV Standard / Archive の差異



ユースケース
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① サイバーレジリエンス/BCP対策

② パブリッククラウド上のデータ保護（バックアップストレージのコスト削減）

③ アーカイブ（データ長期保管）

④ テープのリプレース（手間の削減）

⑤ オンプレのバックアップ保存先ストレージ容量削減

Recovey Vault ユースケースを 5つ ご紹介します。



ユースケース①：サイバーレジリエンス/BCP対策
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既存環境 / 課題

WORM

Flex Appliance

NetBackupサーバ

非WORM

業務システム

ランサムウェア対策/BCP対策ができてない
ランサムウェア対策をしたいが、
すぐにはFlex Applianceにリプレースできない…

BCP対策ができてない

業務システム

さらなる高みへ
3面目のBCPコピー
クラウド上での復旧も可能

業務システム

WORM

Flex Appliance

WORM

Flex Appliance

WORM

Recovery Vault

Recovery Vault / メリット

WORM

Recovery Vault

WORM

Recovery Vault

✓ ランサムウェア対策
✓ BCP対策（遠隔地複製）
✓ オンプレの変更が少ない
✓ 物理の別サイトを持たなくてよい

既存 NetBackup に、Recovery Vault（WORM） を追加し、
ランサムウェア対策 と BCP対策（遠隔地複製）を強化しよう！！（もちろん新規導入も可）



ユースケース②：パブリッククラウド上のデータ保護（バックアップストレージのコスト削減）
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パブリッククラウドの
バックアップ機能では、
スナップショットデータは
重複排除されません。

ランサムウェア対策で保管世代を
増やせば増やすだけ
ストレージコストも増大します。

「NetBackup + Recovery Vault」 で、
クラウドバックアップのコストを削減し、ランサムウェアからデータを確実に保護！！

スナップショット

クラウドインスタンス

重複排除による
保存先のコスト削減

WORM

Recovery Vault

NetBackupサーバ

高度なランサムウェア対策

＋

NetBackup+Recovery Vault / メリットパブリッククラウドのバックアップ機能 / 課題



ユースケース③：アーカイブ（データ長期保管）
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業務システム

オンプレ ストレージの不安
✓ 改ざんのリスク
✓ 手動による期限管理の負担
✓ 災害やHW障害によるデータ損失
✓ 確実に保管できている証明が難しい…

専用WORMストレージの課題
✓ 高価な初期費用
✓ リプレース作業の負担

長期保管の不安を解消！Recovery Vaultで電子データを安全に守ろう！

WORM

Recovery Vault業務システム NetBackupサーバ

NetBackupをアーカイブ的に使用することも可能！！

✓ 重複排除による容量削減
✓ WORMによる改ざん防止
✓ 保持期限の設定
✓ 管理データの可視化（カタログ管理）

✓ オンプレ システムからのファイル移動
（ユーザアーカイブ機能）

NetBackup+Recovery Vault / メリット既存環境 / 課題



ユースケース④：テープのリプレース（手間の削減）

Copyright © 2024 Veritas Technologies LLC31

✓ テープ交換、取り出し&搬送が手間、故障/紛失/盗難のリスク
✓ 重複排除バックアップができない
✓ 永久増分バックアップ運用ができず、定期的なフルが必要
✓ 重複排除したバックアップデータをテープに複製する場合でも

重複排除が復元されるため時間かかる
→ 日次でのテープへの複製が不可

✓ LTO世代移行が手間、費用がかかる
（例：LTO 9 ドライブは、読み書きはTLO 8、9 メディアのみです

LTO 7 メディアに保管されているデータは読めず、データ移行が必要）

業務システム バックアップサーバ

リモート保管庫

テープ装置
取り出し

搬送

テープ交換

従来のテープ保管で行っていた 「BCP対策」 と 「ランサムウェア対策」 を
Recovery Vault で、もっと スマートに実現しませんか？

シンプルな運用
✓ 運用の自動化（手動作業の廃止）
✓ データ移行/リプレース不要

重複排除による高速化
✓ 高速な永久増分バックアップ
✓ 日次での遠隔地複製が可能に

セキュリティ向上
✓ 改ざん防止
✓ 故障/紛失/盗難リスク排除

業務システム NetBackupサーバ

WORM

Recovery Vault

Recovery Vault / メリットテープ運用 / 課題



ユースケース⑤：オンプレのバックアップ保存先ストレージ容量削減
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WORM

Flex Appliance

NetBackupサーバ

非WORM

業務システム

バックアップ対象が増えてきて、
バックアップストレージ容量が足りなくなりそう

シェルフ追加のラックスペースが無い
シェルフ追加のリードタイムが待てない

業務システム

* 重複排除率は参考値です。

WORM

Recovery Vault

✓ 短期間で導入可能
✓ 容易な容量拡張
✓ オンプレの世代数を削減した分、

RVで世代数をカバー
WORM

Recovery Vault

Recovery Vault / メリット既存環境 / 課題

オンプレのバックアップ保存ストレージ、容量不足？Recovery Vault でスマート解決！
RVで世代管理をクラウドへ移行すれば、オンプレはスッキリ、世代数は、しっかり確保！

例えば、
21世代→7世代への削減で、
容量が約半分になることが期待

【参考】
仮想マシンバックアップの一般的な重複排除率*

✓ 初回フル 70%、2回目以降フル 95%
仮想マシン 10TB 重複排除保存容量 サイジング

✓  7世代 ：8.1 TB   → バックアップ対象の約0.81倍
✓ 21世代：16.9 TB → 〃 約1.7倍



【再掲】 ユースケース
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① サイバーレジリエンス/BCP対策

② パブリッククラウド上のデータ保護（バックアップストレージのコスト削減）

③ アーカイブ（データ長期保管）

④ テープのリプレース（手間の削減）

⑤ オンプレのバックアップ保存先ストレージ容量削減

Recovey Vault ユースケースを5つご紹介しました。
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① 株式会社 Mizkan Holdings様
② 某製造業様

Veritas Alta Recovery Vault 事例紹介



導入構成
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データセンター

VM VM VM

仮想マシン Veritas Alta
Recovery Vault 

NetBackup 
Flex Appliance

40TB

暗号化

WORM

重複排除/
日次複製

WORM

異常検出マルウェアスキャン



ベリタスに対する評価
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構成がシンプル
（単一ベンダー）

柔軟なリストア
選択肢

（フルリストア、ファイル単位、
クラウドへ復旧を検討）

ランサムウェア対策
（WORM、異常検出、

マルウェアスキャン）

技術支援
（勉強会、導入支援）



案件サマリー

Copyright © 2024 Veritas Technologies LLC37

• Flex Appliance（40TB） 1セット

• Flex Appliance ランサムウェア対策機能：
WORM、異常検出、マルウェアスキャン

• Veritas Alta Recovery Vault
（クラウドストレージ）

確実に復旧できるバックアップと遠隔保管で、ランサムウェア対策を実施

お客様の課題

ソリューション

• バックアップが不十分（ストレージスナップショットのみ）

• ランサムウェア対策ができていない

• データの災害対策のバックアップ遠隔複製が未実施

Flex 
Appliance

Veritas Alta 
Recovery Vault

• バックアップデータのランサムウェア対策
• セキュリティ強化された専用OS、
• バックアップデータの改ざん削除防止、
• バックアップデータの異常検出／マルウェア検出

• バックアップデータのBCP／災害対策

• 柔軟なリストア環境を実現
• フルリストアやファイル単位の復旧
• 今後はクラウドへの復旧を検討

導入効果



事例パンフレット
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「他のソリューションの場合、ハードウェアやクラウド環境を別途用
意するなど、我々側で設計や調達をする必要があり、要件を満た
すためにはコストも時間もかかってしまう。Veritasであれば、オン
プレミスのアプライアンスとともに、クラウド環境も1つのベンダー
で整備できます。構成を複雑にせずとも、ハードも含めて軽量化された仕組
みのなかでバックアップ環境が整備できる点を高く評価したのです」”

「当時気になっていたのは、せっかく取得しているデータが汚染されて
しまっている状況は避けたかった。リストアしたいときに使えないの
は、ごみを保管しているのと同じことになってしまう。バックアップ時の
異常検知やマルウェア検出も可能なアプライアンスなど、
我々にとって安心できる機能が豊富にあった点は大きかった」”

「初めて相談させていただいた時も、時間をかけて熱心に提案いただきま

したし、社内での勉強会に向けてもバックアップの考え方から最新トレンド
含めて情報提供いただくなど、製品だけでなく啓もう活動につな
がる働きかけにも積極的に関わっていただけました。手厚く支援いた
だき感謝しています」”
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① 株式会社 Mizkan Holdings様
② 某製造業様

Veritas Alta Recovery Vault 事例紹介



導入構成
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データセンター２

データセンター１

プライベートクラウド

国産パブリッククラウド

VM VM VM

6 TB

VM VM VM

1 TB

VM VM VM

14 TB

VM VM VM

21 TB

Veritas Alta
Recovery Vault 

101TB

NetBackup 
Flex Appliance

40TB

NetBackup 
Flex Appliance

40TB

統合バックアップ

WORM

BCP対策

WORM

異常検出マルウェアスキャン



ベリタスに対する評価
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構成がシンプル
（単一ベンダー）

運用がシンプル

ランサムウェア対策
（WORM、異常検出、

マルウェアスキャン）

予算内



案件サマリー
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• Flex Appliance（40TB） 2セット

• Flex Appliance ランサムウェア対策機能：
WORM、異常検出、マルウェアスキャン

• Veritas Alta Recovery Vault
（クラウドストレージ：101TB）

複数拠点のセキュアな統合バックアップと遠隔保管でランサムウェア対策を実施

お客様の課題

ソリューション

• 複数拠点の統合バックアップ管理ができていない

• ランサムウェア対策ができていない

• データの災害対策のバックアップ遠隔複製が未実施

Flex 
Appliance

Veritas Alta 
Recovery Vault

• オンプレミス、クラウド 4拠点の
統合バックアップによる、運用標準化、高速化

• バックアップデータのランサムウェア対策
• セキュリティ強化された専用OS、
• バックアップデータの改ざん削除防止、
• バックアップデータの異常検出／マルウェア検出

• バックアップデータのBCP／災害対策

導入効果
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1. クラウドストレージ市場動向（利用実態、心理的障壁）

2. パブリッククラウドとの比較した RV メリット

3. RV ユースケース / 事例

4. RV Standard / Archive の差異



取り出し開始までの所要時間
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ストレージクラス / アクセス層 取り出し開始までの所要時間

Recovery Vault Amazon - Standard Glacier IR 即座に取り出し開始

Recovery Vault Amazon - Archive Glacier Deep Archive 【取り出しオプション】
迅速：<利用不可>
標準：12時間以内
大容量：48時間以内

Recovery Vault Azure - Standard Cold 即座に取り出し開始

Recovery Vault Azure - Archive Archive 【リハイドレートの優先度】
高優先度*：1時間以内
標準優先度：最大15時間

Alta Recovey Vault には、2種類のサービス提供
「Standard」 と 「Archive」 があります。
リストア操作を実施後の 取り出し開始までの所要時間
（リストア開始までの所要時間）に違いがあります。

* 高優先度がNetBackupで使用可能かは確認中です。

（時間）
バックアップソフト等で
リストア操作実施

リストア
開始

取り出し準備時間
（リハイドレート、ウォーミング）

取り出し開始



概算費用
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型番
（SKU）

説明 概算費用
（保存容量 1TB あたり）

期間

32957
-M0008

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT ARCHIVE TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 12MO CORPORATE 12,000 円 1年間

32957
-M0020

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT ARCHIVE TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 24MO CORPORATE 24,000 円 2年間

32957
-M0032

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT ARCHIVE TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 36MO CORPORATE 36,000 円 3年間

✓ 1型番で保存容量 1TB分
✓ サポートは、24H365D の一択

ディスカウント、お見積りは、弊社営業まで！

型番
（SKU）

説明 概算費用
（保存容量 1TB あたり）

期間

32980
-M0008

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT STANDARD TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 12MO CORPORATE 50,400 円 1年間

32980
-M0020

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT STANDARD TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 24MO CORPORATE 100,800 円 2年間

32980
-M0032

VERITAS ALTA RECOVERY VAULT STANDARD TIER 1 BACK END TB
 HOSTED STANDARD SUBSCRIPTION LICENSE INITIAL 36MO CORPORATE 151,200 円 3年間

Recovery Vault Archive

Recovery Vault Standard

概算見積もりは、バックアップ対象容量の2倍の容量で
（例）バックアップ対象10TB → Recovery Vault 20TB

Recovery Vault Standard なら 約100万円/年
Recovery Vault Archive なら 約24万円/年
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【参考】 Recovery Vault Standard / Archive 差異

Recovery Vault Standard Recovery Vault Archive
ライセンス体系 保存容量TB単位のサブスクリプション（1型番で1TB分）

費用（概算）
1年間：50,400 円
2年間：100,800 円
3年間：151,200 円

1年間：12,000 円
2年間：24,000 円
3年間：36,000 円

選択できるRecovery Vault種類

Amazon - Standard
Amazon GovCloud - Standard

Azure - Standard
Azure Government - Standard

Amazon - Archive
Amazon GovCloud - Archive

Azure - Archive
Azure Government - Archive

リージョン 中国以外のリージョン（HCL要確認）

ストレージクラス / 階層
Amazon - Standard：Glacier IR

Azure - Standard：Cold
Amazon - Archive：Glacier Deep Archive

Azure - Archive：Archive

取り出し開始までの所要時間 即座に取り出し開始

Amazon - Archive 【取り出しオプション】
迅速：<利用不可>
標準：12時間以内

大容量：48時間以内
Azure - Archive 【リハイドレートの優先度】

高優先度：1時間以内
標準優先度：最大15時間

サポート時間帯 サポートは、24H365D の一択

サブスクリプションに含まれるリストア費用 契約容量の20% 契約容量の3%



【まとめ】 クラウドストレージ利用の心理的障壁
            Recovery Vault による解決
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クラウドストレージの種類が多い
保存コスト以外に、取り出しコストが発生
想定以上の保守／運用コスト

不要なデータの適切な削除しつつ、
誤操作による削除や
悪意ある削除を防ぎたい

クラウドストレージから
すぐにデータを取り出せないのではないか？
読み出し性能が遅いのではないか？

必の設定で動作するか不明のため、
何要最小限のアクセス権が良く分からない
最小限でもできる管理者権限で運用してしまう

セキュリティ
設定が複雑

データ転送が
遅い

費用が
不透明

データ整理が
困難

クラウドストレージの利用を踏みとどまらせる不安

予測可能な
コスト/低コスト

シンプル運用
/改ざん防止

すぐにリストア
可能

必要最低限の権限で運用

有効期間の短いトークンによる認証

暗号化（転送時、保存時）IPホワイトリスト

セキュリティ
強化済み

保存容量に課金（TB単位）

重複排除による保存容量の削減

サブスクに一部のリストア費用を含む

NetBackupによるシンプルな自動運用
（スケジュール管理、世代管理）
WORMによる改ざん／削除防止

即時取り出し可能（RV Standard）
重複排除済みデータの読み出し
NetBackupによる簡単操作

Recovery Vault による解決
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Veritas Alta Recovery Vault の ご活用をよろしくお願いいたします。
具体的な導入計画のご相談をお待ちしております。

① サイバーレジリエンス/BCP対策
② パブリッククラウド上のデータ保護（バックアップストレージのコスト削減）

③ アーカイブ（データ長期保管）

④ テープのリプレース（手間の削減）

⑤ オンプレのバックアップ保存先ストレージ容量削減

Recovery Vault ユースケース



質疑応答
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ありがとうございました
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